
 

科目分類 専門基礎科目 健康の理解と健康支援 開講時期 ２年 後期 

授業科目 臨床薬理学 

選択／必修 必修 単位数（時間数） ２単位 ３０時間 授業形態 講義 

担当教員 山﨑 弘美 

メールアドレス h-yamazaki@tsuruga-nu.ac.jp オフィスアワー 授業後 

 

授業目的 
近代医療における薬物治療について知るとともに､薬物の特徴､作用機序､人体に

及ぼす影響および薬物の管理について学ぶ｡ 

授業概要 

講義は教員が独自に作成したプリントを用いスライドを使って行う｡疾病の病態

生理に裏付けされた薬物の作用と動態を理解し､看護活動における薬物の管理に

対する基本的な知識と姿勢について習得できるよう授業を進める｡ 

授業内容 

第 1回  薬理学総論(1) 薬理学の基本概念（薬の管理、看護師の役割ほか） 

第 2回  薬理学総論(2) 薬物の生体内動態（吸収・分布・代謝・排泄ほか） 

第 3回  薬理学総論(3) 生理活性物質と薬物受容体 

第 4回  薬理学総論(4） 薬物の有害事象・相互作用・医薬品の安全対策 

第 5回  薬理学各論(1) 末梢神経系に作用する薬物（局所麻酔薬ほか） 

第 6回  薬理学各論(2) 中枢神経系に作用する薬物(その 1)（全身麻酔薬ほか） 

第 7回  薬理学各論(3) 中枢神経系に作用する薬物(その 2)（統合失調症ほか） 

第 8回  まとめ（1）   

第 9回  薬理学各論(4) 循環器系に作用する薬物（心疾患、貧血ほか） 

第 10回 薬理学各論(5) 抗アレルギー薬･抗炎症薬(花粉症、関節リウマチほ

か) 

第 11回 薬理学各論(6) 呼吸器系･消化器系に作用する薬物（喘息、下剤ほか） 

第 12回 薬理学各論(7) 代謝性疾患治療薬（糖尿病、骨粗しょう症、痛風ほか） 

第 13回 薬理学各論(8) 抗悪性腫瘍薬･免疫抑制薬（臓器移植、予防接種ほか） 

第 14回 薬理学各論(9) 抗感染症薬･消毒薬（結核、エイズ、肝炎ほか）  

第 15回 まとめ（2） 

教科書 

参考書等 

資料は適宜配布する。 

参考書：疾病の成り立ちと回復の促進(3)薬理学(医学書院)（2018） 

はじめる!つかえる!看護のための薬理学(南山堂)（2017） 

看護学テキストNiCE薬理学(南江堂)2020 

成績評価 

基準・方法 

筆記試験（80％）および 授業態度（質疑応答の態度および内容確認カードの提

出）（20％）により総合的に評価する。 

合格基準 60％以上 

履修要件 なし 



 

留意事項 

その他 
欠席届未提出者は試験を受ける資格はありません。 

実務経験のある

教員の教育方法 

病院薬剤師としての調剤業務の経験を活かして、臨床薬理学について講義を行

う。 

 


